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１．はじめに 

協調ＩＴＳとは車対車、車対インフラ及びインフ

ラ対インフラの通信を統合し、通信方式やデータ形

式などの整合を図ることにより、車、路側機、セン

ター、個人端末などが相互に情報を交換し、それを

安全、道路・交通管理、物流管理、環境、情報収集・

提供などの多様なアプリケーションで共用するシス

テムのことである。 

２．共同研究の内容 

本共同研究では、自動車の保有する車両情報と道

路管理者の保有する情報のうち相互に活用できる情

報の検討と、情報交換するための具体的な手法につ

いて検討し、道路管理の効率化・低コスト化と安全

で快適な自動運転等の実現を同時に可能とする次世

代型の協調ITSの研究開発を行っている。（図-1） 

図-1 次世代型協調ITSのイメージ 

３．研究項目と共同研究者 

共同研究は、次の3つのワーキング形式で検討を進

めており、道路管理者、自動車メーカ、電機メーカ

等の民間企業17社と行っている。（図-2） 

１）道路管理高度化ＷＧ 

車両の保有する様々なセンサ情報を路側に提供し、

道路交通や路面等の状況を把握することにより、道

路管理を効率的に低コストで実施できる具体サービ

スについて検討を行う。 

２）運転支援ＷＧ 

路側が収集した情報を集約し、車両に先読み情報

等として提供することにより、自動運転等の安全・

円滑に資する運転支援の具体サービスについて検討

を行う。 

３）共通プラットフォームＷＧ 

道路管理高度化に資するサービス・運転支援に資

するサービスに共通する横断的なプラットフォーム

（地図、通信技術等）の開発・試験、技術基準・技

術仕様の策定を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 共同研究者 

４．スケジュール 

早期に実現可能なサービスは、2016年度までに国

総研試験走路での走行実験を検討中であり、研究開

発が必要なサービスは、技術的な要件を整理し、共

通基盤技術の研究開発を実施していく。 

写真 

（写真ﾃﾞｰ

ﾀの貼り付

けは不要） 

写真 

（写真ﾃﾞｰ

ﾀの貼り付

けは不要） 

写真 

（写真ﾃﾞｰ

ﾀの貼り付

けは不要） 

写真 

（写真ﾃﾞｰ

ﾀの貼り付

けは不要） 

ETC2.0サービスの 

国際標準化に向けた 

取り組み 
 

道路交通研究部 高度道路交通システム研究室 
室長 牧野 浩志 主任研究官 鈴木 彰一 研究官 渡部 大輔 交流研究員 水谷 友彰 

（キーワード） ETC2.0、賢く使う、国際標準化、海外展開 

 

１．はじめに 

世界貿易機関（WTO）は加盟国に対し、国家規格な

どの個々の規格を国際規格と整合させることを義務

付けている。また、これまで市場に大きな影響を与

えてきたデファクト標準（既成事実上の標準）から、

デジュール標準（公的な機関による標準）に移行す

る動きが活発化しており、国際標準化の重要性が増

している。特に、新たに市場に導入される技術は国

際標準仕様を早期に確立することにより、初期段階

の市場の混乱を防止することが可能とされる。 

これまで日本では、他国が制定した国際標準に沿

うように製造段階で努力する事により、シェアを獲

得してきた。しかし今後は、国際化が進む中で効率

的に市場競争を勝ち抜くために、技術開発と標準化

提案を並行して推進する事が求められている。以上

を踏まえ国総研では、日本のITS技術、特にETC2.0

サービスの国際標準化に向けて各関係団体の協力の

もと、国際標準化会議であるISO/TC204への参加およ

び提案を行っている。 

２．国際標準化に向けた取り組み 

 ETC2.0サービスは、従来のETCの自動料金収受に 

加えて、ドライバーへの動的な情報提供や各車両の

走行情報を使用した渋滞対策など、今後様々な分野

での利用が期待されるサービスである（図-1参照）。

このサービスについて、国総研では国際標準案を作

成し、国内関係者と連携を図りながら、ISO/TC204

における提案・国際標準化作業に取り組んでいる。

具体的には、日本の高速道路で導入を検討している

経路別優遇サービスは、自動料金収受を扱うWG5に 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 ETC2.0サービスの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 ETC2.0装着大型車のモニタリングシステム 

 

おいて、ETC2.0装着大型車に対するプローブデータ

とWIMを用いた通行モニタリングサービス（図-2参照）

は、商用貨物車運行管理を扱うWG7において、それぞ

れ標準化に向けた議論、手続きが進められている。 

３．おわりに 

日本のITS技術はこれまでも標準化が進められて

きたところだが、今後も、新たに開始されるETC2.0

サービス等の国際標準化に向けて、日本国内で足並

みを揃えて取り組んでいく必要があると考えている。

【参考】 

1) 公益社団法人 自動車技術会, ITSの標準化2015 

http://www.jsae.or.jp/01info/its/2015_bro_j.pdf 
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